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＜西洋と日本の都市と駅の関係性＞
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順位 市区町村
昼間人口
(人)

平成7年
～12年
の増減率
(％)

昼夜間人
口比率

1 東京都千代田区 855,172 -10.0 2,374.4
2 大阪市中央区 523,897 -9.3 947.3
3 東京都中央区 648,366 -7.5 897.6
4 名古屋市中区 331,186 -3.9 557.5
5 東京都港区 837,658 -1.4 525.7
6 大阪市北区 433,923 -4.1 473.5
7 大阪市西区 177,789 -9.00 281.2
8 東京都渋谷区 549,715 2.4 280.0
9 東京都新宿区 798,611 -0.9 279.1
10 神戸市中央区 280,227 -1.4 259.7

昼夜間人口比率の市区町村順位(平成12年)

総務省統計局「国勢調査」より作成

新宿区、渋谷区、豊島区の人口データより作成

東京メトロ新宿駅「東京メトロ駅利用者プロフィール調査」を参考に作成
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35.9

18.8

新宿駅の利用目的

ビジネス

ショッピング・レジャー

プライベート・その他

通学

自宅
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01 日本においての「駅」
西洋
教会や広場を中心とした都市をつな
ぐために駅が存在する。
完成されている都市の中に駅ができ
ることはない。
あくまでも都市の玄関的役割である。

日本
西洋同様、都市の周辺につくられ
る駅は玄関的役割を果たした。
しかし、鉄道の発展により新たな
都市の形成として駅を中心とした
都市がつくられる。

西洋

都市の発展
↓
駅

日本

　駅の発展
↓
都市

＜日本の駅の発展＞
　駅の発展により形成された都市は人が公共交通機関を利用することを
前提につくられ、都心部には駅と一体化した百貨店などが建ち並ぶ。複
合機能の集約化、公共機関を重視した日本の都市構造は人口減少や、環
境問題などの問題を抱えている今後の先進国が目指すべき TOD(Transit 
Orlented Development) と言われ、車に頼らず公共交通機関の利用を前
提に組み立てられた都市開発もしくは沿線開発の構造をなしている。

現在、日本の都市には人口が集中している。世界に視点を置くと人口の
52.1％が都市に住んでおり、2030 年には約 60％が都市に住むとされて
いる。日本では人口の 91.3％が都市に住み、高度に都市化した国である。
このような人口集中から TODとなっており、TODの今後の期待から日
本においての駅のあり方が重要視されることがわかる。

饗庭伸「都市をたたむ」より作成

東京都の駅数　935 駅 ( 日本地図センター参照 )

02 数ある中の「新宿駅」
　日本国内にある駅総数は 9.256 駅である。( 国土地理教会参照 )

日本にとって都市との関わりから駅の発展は重要である。
そこで今まで鉄道駅を牽引してきたターミナル駅の見直しをし、今後の
都市にふさわしい駅として進化を遂げ、さらなる牽引をしていくべきだ
と考える。
中でも副都心となっている地区の大規模ターミナル駅は重要である。

＜ターミナル駅＞
本来、終着駅という意味での言葉であったが、独自の発展から日本では乗
り換えの駅に対するものとなった。
複数の沿線を有し、都市の中心に位置するターミナル駅は都市への影響が
大きくなっている。

＜副都心計画＞
1958 年に計画された首都圏整備第一次基本計画は都心部に集中した都市
機能を分散させることを目的とした計画である。
その計画の中で副都心として制定されたのが新宿・渋谷・池袋の 3地区
である。

2020 年に行われるオリンピックを目指し、再開発をすることによって多
くの都市が見直されている。これは 3地区の副都心も同様である。いず
れも駅周辺の再開発による都市の向上を目指している。

＜新宿駅＞
副都心計画の際に、京王プラザホテルから始まった高層ビル群エリアの形
成は東京都庁という重要拠点を移転させるほど都市の発展を遂げた。
駅の西側を高層ビル群が建ち並ぶ業務エリアを形成するも駅を中心とした
東西南北でエリアを確立し、それを駅でつなぐ特徴は今後重要視されてい
く「駅とまちの一体化」を再現したものである。

本修士設計の意図として今後の模範的駅、都市を
目指した新たな新宿駅を提案していく。

＜新宿駅の分析データ＞
新宿の人口は 332,324 人であり、人口 8,945,695 人の東京 23区の中で
第 12位である。
また、昼夜間人口差は年々大きくなっており、平成 12年度では昼間人口 
798,611 人に対し、夜間人口は  286,726 人である。これは昼間人口の約
2.8 倍となっており、昼夜間人口比率 ( 常住人口 100 人当たりの昼間人口
の割合 ) は 279.1 であり、東京 23区内では第 5位、日本全国の中では第
9位に位置する。昼間人口だけで比較すると東京都千代田区、東京都港区
の都心に次いで第 3位に位置している。

このような昼夜人口比率が高くなる要因としてビジネス、ショッピング。
レジャーなどを目的とするために訪れることで人が集約・分散するからで
ある。
このことから新宿は利用者が多く、都市の価値が高いことがわかる。
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乗降者数 路線数 鉄道路線

新宿 約 340 万人 7

渋谷 約 315 万人 7

池袋 約 258 万人 6

東京 約 135 万人 2 JR、メトロ ( 丸ノ内 )

JR、小田急、京王、メト
ロ ( 丸ノ内 )、都営 ( 新宿・
大江戸、西武 )
JR、東急 (東横・田園都市 )、
京王、メトロ ( 銀座・半蔵
門・副都心 )
JR、西武、東武、メトロ ( 丸
ノ内・有楽町・副都心 )
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←都庁 新宿駅歩行者空間
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←都庁 新宿駅歩行者空間

駅前広場

新宿駅

駅前広場 小田急百貨店
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松岡セントラルビル

新宿パレット

提案

＜都市機能の現状＞

駅によって分かれた東西は賑わいにおいて大きな差を持つ。これは商業や
観光・文化の人が娯楽のために集まる機能を持つ東口に対し、居住や業務
の機能を持つ西口は利用者が限られるためである。

そこで西側にも賑わいの拠点となる場を提案し、都市の活性化を図る。
西側の拠点として入り口となる新宿西口駅前広場を敷地範囲とする。

さらに業務・商業・観光・文化と新宿の持つ多機能性を取り入れた小さな
新宿駅を作り、そこから広がっていく拠点を作り上げていく。

エリアと賑わいの拠点

西口広場の賑わい 東口広場の賑わい

＜都市基盤の現状＞
新宿駅には 7路線 8駅が結
節しており、1日に約 340
万人の乗降者数を誇る大規
模ターミナル駅となってい
る。

7路線 8駅を結節するおよ
そ 12ｍ×15ｍまで広がる
広大な地下道は交通量の多
い地上に代わって歩行者を
回遊させる場となる。

かつての副都心の機能として都心部に人を送り届けるために発展して
いった交通網は歩行者を地上から地下へと追いやることとなった。

敷地となる新宿西口駅前広場
バス停留所
タクシー乗り場　　　　　　    交通結節機能として利用
地下駐車場
西側に行くための道路

駅前広場を交通ターミナルとして活動拠点を維持しつつも車でなく歩行
者が回遊する場都市、さらに交流機能を取り入れることで賑わいをもた
らす。

活動拠点としての維持と人のための駅前広場

新宿区「新宿の新たなまちづくり」より引用 新宿区「新宿の新たなまちづくり」を参考に作成

＜地上駅前広場の現在と今後＞

＜段状による空間形成＞

＜段状による空間形成＞

駅前広場は車道に囲まれ、唯一の歩行者空間であるバス乗降場所にいても
孤立している。
周辺の建築が直立壁のように存在し、坂倉が設計した空間は利便性の低さ、
視覚的圧迫などのため、人のための空間はできていない。

建築と駅前広場の連続性をつけるために小田急百貨店と駅前広場の間の
車道をなくす。
そして利便性の向上、さらに圧迫していた建築を広場に向けて、ボリュー
ムを下げることで解放感をもたらし、人のための空間を作り出す。

建築物をフロアに展開する
駅前広場のフラットな空間が建築物のフロアの中に入り込んだように
なっており、駅前広場と建築物の連続性が生まれ、歩行者空間が豊かに
なる。

＜駅前広場とフロア＞

03 敷地環境と提案コンセプト

フラットな空間が積層する 段状により異なる階層に視覚的連続を与える垂直方向に伸びる吹き抜け 段状により他方向に連続性を与える

段状にすることで異なる階層に視覚的連続性を与える 建物内部の吹き抜け空間に段状を取り入れると一方向だけでなく、
多方向に連続性を与えることができる

敷地範囲　約 45000 ㎡

・新宿西口立体交通広場
・小田急百貨店
・小田急ハルク
・新宿スバルビル
・新宿パレット
・松岡セントラルビル

を含む敷地とする

既存の建築である新宿西口立体広場と小田急百貨店
は建築家坂倉準三によるものである

＜坂倉準三によって建築された新宿の特徴＞
1. シンボルである大きな穴の開いた立体交通広場
→駅前広場であるが交通結節機能に特化した車のた
めの空間となっている

2. 周辺を巻き込んだ小田急百貨店の統一ファサード
→統一ファサードにより一体感はあるが、ファサー
ドと連携していない内部の空間

そこに小田急電鉄による再開発計画を取り入れ、広
場の周辺建築を含んだ範囲を敷地とする



新宿駅

歩行者空間

車道空間

駅前広場

←都庁

既存状態

新宿駅歩行者空間

車道空間

駅前広場

←都庁

地上と地下の逆転

新宿駅歩行者空間

車道空間

駅前広場

←都庁

地上と地下の逆転

人の流れ

人の流れ
人の流れ

人の流れ

人の
流れ 京王百貨店

立体交通広場

芝生広場
デッキ広場

噴水広場

野外ホール広場

水場広場
大広場

中央広場
東西自由通路
(B1F)

小広場

提案①棟　南棟

南口広場↓

モザイク坂↓

新宿駅

バスタ新宿↓

←都庁

芝生広場

道路

道路

新宿駅

新宿駅西口駅前広場

回遊通路の経路

都庁

建築を伝う回遊通路は
広場を眺めながら 3棟を結節する

コア

コア
コア

コア

コア

コア

コア

コア

コア

広場の流れは中央公園からの
緑の流れを作り上げる

緑の流れ

緑の流れ

回遊
通路
の経
路

駅前広場

ボックスボリューム

①

②

③
駅前広場

新宿駅

←都庁

05 小田急ビル群
＜位置関係と機能＞ 3棟の含まれる機能

①駅に直結し、西口と東口を結節する
→動きのある機能
②まちに近接している
→落ち着きのある機能
③駅から高層ビルの西側へ行く入り口
→労働者が憩いの場として利用できる
機能

これらを配慮した機能を配置する

活動拠点でありエリアの拠点でもあるため、新宿駅周辺を囲う 4つのエ
リア ( 居住、業務、観光・文化、商業 ) のプログラムを含む建築物とする。
しかし、居住については宿泊できるホテル都市、あくまでもこの空間を
発信する場である活動拠点として機能させる。

＜共通形態ボキャブラリ＞
駅前広場を囲む 3棟は新宿駅西口の顔をつくる建築として共通ボキャブ
ラリを用いて設計を行う。

1. 駅前広場に対するボリュームの増減
2. ビル内部に点在する広場
3. 異なる階層、機能をつなぐ吹き抜け空間
4. 外部と内部を行き交う回遊通路

1. 駅前広場に対するボリュームの増減 2. ビル内部に点在する広場

3. 異なる階層、機能をつなぐ吹き抜け空間 4. 外部と内部を行き交う回遊通路

駅前広場に人がいたときに圧迫感を与えず、広場の連続性、開放感を考慮
したボリュームの増減を行う。
建築上部にいくにつれ、機能に対し必要なボックスボリュームを附属させ
る。

ビル内部に点在する広場は建築を立体広場とさせ、新宿中央公園まで結節
する緑道の視点の役割を持つ。
更に視覚的に東口と西口を結節し、開放感だけでなく、離れた東口との一
体化を図る。

回遊通路は点在する広場、吹き抜け、ボリュームを結節し、人々に回遊性
を与える。
外部と内部を行き交うことで視覚的に広場と建築を結節する

垂直方向に伸びた吹き抜けや斜めに空いた吹き抜けは視覚的効果で階層
と機能を結節させる。
これにより、人々が訪れたい場を増加させる。

04 新宿駅西口立体広場
＜車道と歩行者空間の見直し＞

　　　　　

地上―車道空間
地下―歩行者空間

交通機能に発展した代用として地下に広がる歩行者空間は天井や壁に囲ま
れ、閉鎖的印象を与える

地上―歩行者空間
地下―車道空間

地上と地下のそれぞれの利用方法を逆転することで歩行者空間に天井や壁
がなくなり開放的空間が形成される。

地上―歩行者空間
地下―車道空間、歩行者空間

地下に広がる広大な歩行者空間は駅とまちの重要な結節部分であるため地
上に移した歩行者空間と連携させる。
これにより、歩行者空間の回遊性が高まり、地下にも開放的空間を与える。

駅前広場の段々は異なる空間を作り上げる。
一つの空間が 3棟に分かれて囲んでいる建築物まで広がっていく。
そして駅前広場から連続していく段状は空間を区切るだけでなく視覚や空気、ひとの流れを形成していく。

07 動線計画と組み合わせ
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③の棟から望む景色は駅前広場、新宿駅を視覚的につなげる噴水広場から①と③の棟を見る 噴水広場から①の棟を見る ホールに付随する点在広場から駅前広場及び①の棟を見る展望台から駅前広場及び新宿を一望する
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